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野添大辻遺跡（第4次）発掘調査報告

～度会郡大紀町野添所在～





例 言
ー 本書は、平成28年度に実施した三重県度会郡大紀町野添に所在する野添大辻遺跡（第4次）発掘調査

にかかる報告壽である。

2
 

発掘調査は、平成28年度主要地方道伊勢大宮線（野添）地方道路整備（改築）事業に伴い、工事施工

時の工事立会の形式で行った。なお、調査時の経費は、三璽県教育委員会が三重県県士整備部から執

行委任を受けた。

3
 

発掘調査期間は平成28年11月 7日～平成28年11月11日である。

4
 

発掘調査面積は80面である。

5
 

発掘調査および整理作業・報告書作成の体制は、以下のとおりである。

調査主体

調査担当

三重県教育委員会

三重県埋蔵文化財センター

［平成28年度：発掘調査（工事立会）］

調査研究 1課 主任

主事

技師

渡辺

杉村

鐸木

和仁

聡

厚太

［平成28年度：整理作業・報告書作成］

調査研究 l課 主任 渡辺 和仁

6
 

本書の執筆・編集および遺物写頁の撮影は、渡辺和仁が行った。

7
 

発掘調査および整理作業に際しては、地元野添地区の方々をはじめ、下記の諸氏や機関に御協力を賜っ

た。記して感謝したい。

西 正光、株式会社西工務店、有限会社野田建設、三重県県土整備部（敬称略、順不同）

8
 

調査図面・写真・出士遺物は、三重県埋蔵文化財センターが保管している。 ご活用願いたい。





凡 例
1 本書では、国上地理院発行の1:25,000地形図「国束山」「横野」「脇出」「伊勢佐原」（平成12年10月発

行）、三重県共有デジタル地図の1:2500地形固 (06PF811番）を用いた。三重県共有デジタル地固は、

三璽県市町総合事務組合の承認を得て使用した（承認番号：三総合地第148号）。

2 標裔は東京湾平均海水面 (T.P.) を基準とした。

3 本書で用いた座標は世界測地系に基づくものである。方位は第VI座標系の座標北で示した。

4 本贄で用いる遺構略号は、以下のとおりである。

SE: 井戸 SK: 士坑 SZ: 性格不明遣構 Pit : 柱穴・小穴

5 土色の標記は、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社、 1967年初版）に

拠った。遺物観察表における上器の色調表記もこれに従う。

6 遺物実測図（第11図）の縮尺は、すべて (1:4) である。

7 遺物観察表（第4表）の凡例は、以下のとおりである。

・色調は外面のみ、標準土色帳の色名を記す。マンセル記号の表記は省略した。

．胎上の緻密さは、粗・やや粗・やや密・密の 4段階である。

・士器の残存率は、全周12分割で示す（例：口縁部 3/12)。 1 /12以下のものは「小片」等と示す。

・実測番号は、遺物実測図番号である。

8 註は各章の文末に付し、参考文献も註に記した。

9 遺構一覧表（第 3表）、遺物観察表（第4表）は章中に付した。

10 写真図版中の遺物に付した番号は、本文および遺物実測図（第11図）で示す各遺物の報告番号と対応

する。遺物写真は縮尺不同である。

11 中世の時期区分については、南伊勢系士師器を中心とした中世士器の編年（伊藤2008) に即して記し

た（第ill・N・VI章）。中世士器の編年における暦年代観は、以下に示したとおりである。また、共

伴する陶器については、個別の編年を用いたうえで暦年代観を記した（第W章）。

中世 1期 (a・b) 11世紀後半~12世紀後半、平安末期

II期 (a・b) 12世紀末~14世紀前菓、平安末～鎌倉時代

III期 (a・b) 14世紀中菓~15世紀前半、南北朝～室町時代

w期 (a・b・c) 15世紀後半~16世紀末、戦国期

※中世 I・II期＝中世前期、中世III・N期＝中世後期
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ー 前 言

ー 調査の経緯と経過

(1)調査に至る経緯

主要地方道伊勢大宮線（県道38号線）は、伊勢市

から旧大宮町（現大紀町） を結ぶ主要道であり、主

に官川沿いの山間部を貰く。一部に幅員が狭い区間

などが存在するため、部分的にバイパス建設や拡幅

工事が行われている。

野添大辻遺跡は、本事業に伴って行われた事業地

内での分布調査で把握された遺跡である。平成23年

度には範囲確認調査を行い、本事業に伴う埋蔵文化

財の対応箇所を決定し、約2,780対が要調査範囲と

なった。平成24年度には第 1次調査、平成25年度に

は第 2次調査、平成26年度には第3次調査が本発掘

調査として行われた （第 1図）。 その他、既存道路

などで第 1~3次調査で調査が実施できなかった箇

所については、平成24~26年度にかけて、道路の本

体工事に合せた工事立会を実施している。

第4次調査範囲は、第3次調査で調査ができなかっ

た県道から田畑へ乗り入れるための道部分であり、

担当の開発事業部局である三重県県士整備部伊勢建

設事務所事業推進室道路二課と協議・調整のうえ、

施工時の工事立会として実施した（第 1図）。

なお、

事立会）

る

これまでの既往調査（本発掘調査およびエ

の実施状況と報告壽刊行については、第 1

表にまとめたとおりである。

(2)既往調査の成果

野添大辻遺跡の本事業に伴う発掘調査は、平成24

~26年度にかけて第 1~3次調査までが行われてい

（第 1表）。以下では、

第 1次調査(1)

これまでの調査成果につ

いて調査次数ごとに述べていきたい。

第 1次調査は、遺跡のほぼ中央部で

行われた調査であり、中垣内地区において縄文時代

早期の竪穴住居 6棟、煙道付炉穴11基などが確認さ

れ、大量の押型文土器（大）I[式）が出土した。第 1

次以降の調査では、明確な縄文時代の遺構が確認さ

第 1表 主要地方道伊勢大宮線（野添）地方道路整備（改築）事業に伴う野添大辻遺跡調査一覧表

調査名 調査種別 調査期間 調査面積 報告 検出遺構

事業予定地内に33ヶ所の調査

野添大辻遺跡 範囲確認 平成23年 9月 5日～平成23年 9月9日 99吋
坑を設定して実施。遺構・遺

物が確認された計約2,780rrfを

三重県埋蔵文化財センター 要調査範囲と判断。

『野添大辻遺跡（第 1次）

野添大辻遺跡（第 1次） 本発掘 平成24年 5月6日～平成24年 9月25日 907対
発掘調査報告』 2014年

縄文時代早期の竪穴住居6棟、

煙道付炉穴11基、室町時代の

野添大辻遺跡 工事立会
平成24年11月15・16・21日

90五 井戸などを検出。
平成25年 1月 9日

野添大辻遺跡（第 2次） 本発掘 平成25年4月17日～平成25年 7月26日 1, 023m' 三重県埋蔵文化財センター 室町時代の道路 3条、掘立柱

『野添大辻遺跡（第 2次） 建物 7棟、井戸 1基などを検

野添大辻遺跡 工事立会
平成26年 3月6日

約50吋 発掘調査報告』 2015年 出。
平成26年11月26日

三重県埋蔵文化財センター 室町時代の掘立柱建物 3棟、

野添大辻遺跡（第 3次） 本発掘 平成26年 5月9日～平成26年 8月11日 846rrf 『野添大辻遺跡（第 3次） 柱列 4条、井戸 3基などを検

発掘調査報告』 2016年 出。

野添大辻遺跡 工事立会 平成27年 1月16日 llrrf 

本書
室町時代の井戸 1基、時期不

明の土坑 5基などを検出。
野添大辻遺跡（第4次） 工事立会 平成28年11月 7日～平成28年11月11日 80吋
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れなかったことから、当該期の集落跡が調査区（中

垣内地区）を含む直径約40mの範囲に限定して広がっ

ている可能性が高いことが明らかになった。

また、室町時代を中心に中世の遺構・遺物も確認

された。確認された遺構は、井戸 3基、石組士坑 1

基などであり、 15世紀代を中心とする中世集落跡が

あることが明らかになった。

第2次調査(2) 第2次調査は、第 1次調査地から東

約70mのところで行われた調査であり、戦国期 (16

世紀代）を中心として近代に至るまでの遺構が確認

されている。

戦国期の遺構としては、掘立柱建物 7棟をはじめ

石組の井戸などが確認されている。このうち石組井

戸からは、朝鮮ないし琉球風炉と呼ばれる青銅製風

炉を忠実に写した瓦質の風炉が出土した。風炉は形

態がほぼ明らかな状態で出士しており、このような

出士例は全国的にみても極めて少ないことから、貴

重な資料となった。

また、現県道と璽なる近世以前の熊野脇道（滝原

道）とそこから派生する室町時代の枝道が 2条確認

された。確認された枝道を含め、遺構が熊野脇道を

意識して配置されていたことから、熊野脇道を軸と

した集落が少なからず室町時代に成立していたこと

が明らかになった。

第3次調査(3) 第3次調査は、第 1次調査地から西

約250mのところで行われた調査であり、第 2次調

査とほぼ同時期である戦国期を中心とした遺構が確

認されている。

戦国期の遼構は、掘立柱建物 3棟をはじめ井戸や

士坑などが確認されており、ピット 1基からは偏平

舟形光背宝塔型泥塔がほぼ完全な形で出土した。泥

塔の出士は、三重県内で 9例目の事例であり、当地

での中世における宗教的な信仰や祭祀を考えるJ:::で

非常に輿味深い成果になった。

(3)第4次調杏の経過

第4次調査は、既存の乗り入れ道部分を撤去した

後に着手した。発掘調査（工事立会）期間は、平成

28年11月 7日～平成28年11月11日である。

以下、調査日誌（抄）を記す。

｀
 

[• 

写真 1 S E4001図面作成状況

調査B誌（抄）

［平成28(2016)年］

10月20日 現地協議（出席者：伊勢建設事務所、株式

会社西工務店、有限会社野田建設、三重

県埋蔵文化財センター）

11月 7日 第4次調査（工事立会）開始。表士掘削

および遺構検出開始・終了。

8日 遺構掘削開始。 SK4004完掘。南側のみ

遺構再検出。昼前より降雨のため、午前

で調査中止。

9日 遺構掘削継続。 SK 4002・4003・4005・ 

4006完掘。調査区内で検出されている全

ピット完掘。 SE4001掘削開始。埋土か

らは、無数の石材が出土。約30cm程度掘

り下げた段階で人力掘削終了。調査区内

清掃。

10日 調査区完掘状況全景写真撮影。 SK4002・ 

4003・4005・4006部分写真撮影。 SE40 

01士層写真撮影。調査区壁面士層写真撮

影。調査区平面図作成。調査区壁面士層

図作成。

11日 重機にて SE4001掘削・半裁。石組であ

-2-



ることを想定して掘削したが、ランダム

に無数の石材が出上する状況。 SE4001 

上層図作成および上層写真撮影。 GL-

約 3mまで掘削して終了。井戸の埋戻し

開始。調査区壁面士層図作成・終了。記

録作業を全て終了したため、本日をもっ

て調査（工事立会）終了。

(4)文化財保護法にかかる諸手続

第4次調査に伴う埋蔵文化財の文化財保護法等に

関係する法的措置は、以下のとおりである。

①文化財保護法第94条に基づく三重県文化財保護条

例第48条第 1項「周知の埋蔵文化財包蔵地におけ

る士木工事等の発掘通知書」（三璽県教育委員会

教育長あて三重県知事通知）

• 平成28年 9月 9日付け、伊建第1711号

②文化財保護法第100条第 2項に基づく 「埋蔵文化

財の発見・認定通知」（大台警察署長あて二重県

教育委員会教育長通知）

• 平成28年12月12日付け、教委第12-4419号

2 調査の方法

(1)調査区の設定

調査区は、第 3次調査の 1・2区をつなぐ範囲で

あり、未調査部分が生じないよう 1• 2区とラップ

させるかたちで設定した。

前項でも述べたように施工時の工事立会であるこ

とから、地区杭の設置ができなかった。そのため、

第 1~3次で用いられている大地区および小地区割

によるグリットは、調査時においては用いず、本体

主事で用いる丁張を任意の地区境として調査区を 4

分割し、それぞれ仮に 1~4小区とした。

また、本報告では既往調査との整合性をつけるた

め、調査後に既往調査区と本調査区の位置関係を図

面で合わせた。そのため、本書では既往調査で用い

られているグリット名を改めて付与して報告する。

(2)遺構検出・掘削

表士から遺構面までの堆積士を重機（バックホー）

で除去し、遺構検出・ 掘削は人力で行った。なお、

璽機については、主事施工業者である株式会社西丁

務店および有限会社野田建設から提供を受けた。遣
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構掘削と記録作業は、三璽県埋蔵文化財センター職

員が行った。なお、井戸の最終的な断ち割りについ

ては、表上掘削と同様に工事施工業者から重機の提

供を受け、重機を補助的に用いながら行った。

(3)記録・図化

遺構実測は、三重県埋蔵文化財センター職員によ

る手測りである。調査手法が通常の本発掘調査とは

異なるため、 1/40の略測図（遺構カード）や1/100

の遺構配置図は作成せず、担当職員が遺構検出後に

任意のメモ図を作成し、現地での位罹関係等を検討

したうえで、遺構の掘削を行い、必要に応じて1/20

の士層図を作成した。また、主事施工業者の協力を

受けて調査区の測量を行い、それを基準に1/20の調

査区遺構平面図を作成した。これらの図面に加えて

現場の作業日誌も当センターで保管している。

遺構番号はヒ゜ットを除き、通し番号を付与した。

調査次数ごとの遺構を区別するため、第4次調査の

「4」を冒頭に付し、 4000番台としている（例： S 

E4001…)。なお、本書においては調査時の番号を

そのまま用いて報告する。ピットの遺構番号は、調

査区全体での通し番号 (Pit1…）としている。

本調査における遺構の写真撮影は、すべてデジタ

ルー眼レフカメラで行った。使用したデジタルー眼

レフカメラは、ニコンD3300およびニコンDSOOE

であり、コンパクトデジタルカメラを補助的に用い

た。遺物の写真撮影は、ニコンDSOOEを用いた。

(4) 出士遺物の整理

出上遺物は、出上年月日と遺構・層位の区別を行

い、前項 (1) で述べた地区単位で取りあげた。

整理作業終了後は、報告贄掲載遣物 (A遺物：実

測可能な遺物）と未掲載遺物 (B追物：実測困難な

遺物）に区分して保管した。

註

(1) 三重県埋蔵文化財センター『野添大辻遺跡（第 1

次）発掘調査報告』 2014年

(2) 三重県埋蔵文化財センター『野添大辻遺跡（第 2

次）発掘調査報告』 2015年

(3) 三重県埋蔵文化財センター『野添大辻遺跡（第 3

次）発掘調査報告』 2016年
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I1 位置と環境

本章の内容については、第 1~3次調査の各報告 在する。旧石器時代の遺跡は、宮川と濁）11の合流点

冑で詳細に述べられており、以下ではその内容を抜 に出張遺跡 (9) があり (1)、ナイフ形石器・スクレ

粋するかたちで述べる（第 2・3図）。 イパーや多くの石核や剥片が出士している。また、

1 地理的環境

(1)位臨

野添大辻遺跡 (1) は、三重県度会郡大紀町野添

（旧大宮町域）にある縄文時代～中世の集落跡であ

る（第 2図）。大紀町は三重県南部に位置し、町内

の地形は宮）I[流域の山間部と、熊野灘に面した海岸

部に大別される。遺跡は、宮）I[の河口から30km遡上

したところに立地し、標高は海抜約60m前後である。

宮）11右岸側にあたる七洞岳 (778m)や国見岩 (734

m) などの山地は、古代における伊勢国と志摩国の

国境であった。これらの山岳より発する宮）I[支流の

藤）I[を遡上し、藤坂峠を越えると 17km程で神前湾・

贄湾へ至る。また、大内山川を経て熊野街道を行け

ば熊野三山に達し、奥伊勢、志摩、熊野を結ぶ結節

点としての交通の要衝地になっている。

(2)地質

宮）I[は中央構造線外帯のうち三波川変成帯に属し、

遣跡周辺の基盤岩は泥質片岩である。宮川上流域や

支流の藤川・大内山）I[流域は、秩父累帯に属するた

め、流域に砂岩・ 泥岩・チャート等を供給している。

(3)宮川と段丘地形

宮川は三重県と奈良県境の大台ケ原を源流とし、

大内山）I[. 藤川・一之瀬川・横輪川等の支流と交わっ

て県南部を東流する。宮）11が大きく蛇行する中流域

では河岸段丘が発達し、沖積平野は下流域にのみ形

成されている。段丘面と宮川の高低差は、約30mで

深い渓谷状となっており、当遺跡は宮）I[中流域の右

岸段丘上に位置している。

2 歴史的環境

(1) IB石器～縄文時代

宮川中流域には旧石器～縄文時代の遺跡が多数存
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野添大辻遺跡でも確認されている縄文時代前期の広

域テフラ (K-Ah) が、黒ボク上中で確認されている。

縄文時代の遺跡は、樋ノ谷遺跡 (11)で縄文早期

～晩期の竪穴住届や土坑などが見つかっており (2)、

出土した早期の押型文士器は、神並上層式の代表例

である。前期主体の野手遺跡 (2) では(3)、早期～

後期の士器・石器や決状耳飾が採集されている。

(2)弥生時代～古代

弥生時代の遺跡は、大西遺跡 (4)、引瀬遺跡

(6) などの遺物散布地があるのみであり、古墳時

代については、滝原地区の長者野古墳群がある程度

である。また、古代を語る上で重要な皇大神宮の別

宮「滝原宮」があるが、古代の遺跡は未だ不明であ

る。

(3) 中世以降

隣接する大台町には、北畠氏と関わりが強い三瀬

館跡や下二瀬城跡があり (4)、当遺跡の近傍には奈良

井城跡 (14)、粟生城跡(S) (18) といった北晶氏を

支えた在地勢力の城館が分布する。

当遺跡がある野添地区には、宮川右岸から藤川を

たどり滝原宮を通過し、熊野へ至る熊野脇道（滝原

道）が通る。この熊野脇道は、現在の主要地方道伊

勢大宮線にほぼ重なると考えられており、当遺跡第

2次調査では熊野脇道の一部が確認されている(6¥

註

(1)大台町出張遺跡調査会『出張遺跡調査報告書』

1979年

(2) 三重県教育委員会『埋蔵文化財発掘調査報告（樋

ノ谷遺跡）』 1983年

(3)大宮町『大宮町史』歴史編 1987年

(4)大台町『大台町史』通史 1997年

(5)三重県埋蔵文化財センター『粟生城跡』 2002年

(6) 三重県教育委員会『歴史の道調査報告書（熊野街

道）』 I1981年、三重県埋蔵文化財センター『野添

大辻遺跡（第2次）発掘調査報告』 2015年
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第3図 遺跡周辺地形図

1 . 野添大辻遺跡 2. 野手遺跡 3. 上木戸口遺跡 4. 大西遺跡 5. 大久保遺跡
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16. 浜井場下出遺跡 17. 谷ノ上遺跡 18. 粟生城跡
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III 遺構

1 基本層序と微地形

(1)基本層序

基本層序は、以下の通りである（第6図、第2表、

写真図版 3・4)。なお、参考として第 1~3次調

査における層序の対比については、上層柱状図（第

7図）で示している。

I : 現耕士・造成士（表士）

II : 旧耕作士・整地層等（近世～近代の地表面）

ill: 中世の遺物包含層（黒ボク士を起源とする

粗砂混じりのシルト層）

N: 黒ボク上（中世遺構のベース土）

V: 褐灰色シルト（自然堆積層）

VI: 黄褐色礫混じりシルト～浅黄色礫（地山で

ある段丘基盤層）

I層は、表士となる水田や畑の耕作士および乗り

入れ道に伴う造成土である。調査区が第 3次調査区

と一部が重なっているため、その埋戻し上も含んで

いる。

II層は、旧耕作士および現代以前の整地等に伴う

堆積層である。各層間には、周辺丘陵・ 山地からの

流出士とみられる黄褐色砂礫が挟まれることがある。

III層は、黒ボク土を起源とする土壌あるいは旧耕

作上である。中世以降の耕作に起因するものと考え

られ、土師器などの中世の遺物を含んでおり、遺物

包含層として捉えられる。第 1~3次調査の成果に

よれば、稀に本層上面から切り込む中世遺構が確認

されている。しかし、風倒木や根株跡が遺構と一緒

に認められるほか、下面では生痕が著しいため、本

層上面での遺構検出は極めて困難である。

w層は、いわゆる黒ボク士である。黒色のきめの

細かいシルト層で、砂礫の混入は少ない。本層は便

宜的に上位と下位に区分したが、層相の違いは極め

て漸次的であり、下方に向かって色調が灰色となる。

第 1・2次調査成果では、本層上・中位からは広域

テフラ (K-Ah: 6, 300BP) が検出されている (1)。

v層は地山のVI層直上に堆積した自然堆積層であ

る。第 1次調査で確認されている縄文時代早期の遺

-8-

構は、本層上面で検出されている。士壌分析の成果

ではテフラが確認されていないことから、本層は広

域テフラ (K-Ah) の降灰以前に堆積した層となる。

VI層は、段丘を形成する基盤層である。本調査で

は、時間的な制約から調査区壁面沿いでの上層確認

の断割が実施できなかったため、井戸を重機で大き

く半裁した際の土層や士坑などの遺構側面の士層に

より確認した。

(2)調査地の微地形

調査前の士地利用は前述しているように、県道38

号線から田畑への乗り入れ道であった（写真図版 1)。

その周辺には、水田と畑が宮川に向かって広がる。

第3次調査を含めた成果(2)によれば、第4次調査

区周辺のW層（中世遺構面）とVI層（地山）は、南

西から北東にかけて緩やかに低くなることがわかっ

ている。遺跡全体において既往調査により把握され

たN~VI層の標高を比較すると、第 2次調査 1・2

区が64~66m程と最も高く、第 2次調査3~5区に

かけて約61~62m程と最も低くなる。第 1次調査区

は63m前後で高低差が小さく、さらに西側の第3次

調査区にかけて緩やかに傾斜する地形となっている。

(3)遺構検出面

本調査では、 W層からV層上面で遺構検出を行っ

た。本来、中世遺構面となるW層上面で遺構検出を

行うべきであるが、通常の発掘調査と違い工事立会

での調査であり、遺構を的確かつ迅速に把握する必

要があった。そのため、遺構埋士との違いが明瞭に

認識できるV層上面または、表土掘削する中で認識

できた部分のみw層中で遣構を検出している。調査

区壁面土層で確認作業と記録を最大限行い、既往調

査との整合性を図った。

2 検出遺構の概要

本調査では、室町時代（戦国期）の遺構および時

期不明の遺構を検出した（第 8図、写真図版 2)。

調査区と東西で接する第 3次調査区で検出されてい

る遺構とほぼ同時期の遺構であり、第 2次調査で主
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）
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YR
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砂
礫
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色
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褐
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土
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YR
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褐
色
シ
ル
ト
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/4
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褐
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）
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第3表遺構一覧表

遺構名 グリッド 性格 時期 形状

SE4001 
G・Hll 

井戸 中世Nb 楕円形
G・H12 

SK4002 Gl2 土坑 不明 円形

SK4003 Gl2 土坑 不明 楕円形

SK4004 Fl2 土坑 不明 不明（円形か）

SK4005 Gl2 土坑 不明 円形

SK4006 Hl2 土坑 不明 楕円形

SZ4007 Ell 落ち込み 不明 不明（断面のみ）

SZ4008 Gll・12 落ち込み 不明 不明（断面のみ）

体的に確認されている遺構の時期とも大きな差がな

い。なお、第 1次調査で検出されている縄文時代早

期の遺構や遺物は確認できなかった。

以下の報文では、遺構種別ごとに記述する。遺構

の詳細については、遺構一覧表（第 3表）を参照さ

れたい。また、士層については調査区壁面の士層内

で極力示し（第 6図）、梱面にかかっていないもの

は個別に士層医を示す（第 9図）。

なお、遺構の年代と時期については、凡例に示し

た南伊勢系上師器の編年(3)に基づく時期区分と年代

観を用いて示す。

(1)井戸

S E4001 (第9図、写真図版4)

調査区中央北東隅で検出した径2.35~2. 85m、深

さ2.7m前後で、平面が不整形な楕円形を呈する井

戸である。 SZ4008と重複しており、切り合い関係

から SZ4008よりも新しい。なお、 SE4001は第 3

次調査で検出されている SE3015と同一遺構であ

る(4)。第 3次調査では、大部分が調査区外に広がっ

ていたため、一部分しか調査できなかったが、本調

査では井戸の大部分について調査することができた。

埋士は、粗砂を多く含む黒褐色～黒色シルトと礫

であり、拳大～人頭大までのチャートや砂岩などの

石材が大量に出土した。第 3次調査の成果から、石

組井戸である可能性が想定されたため、井戸枠とな

る石材が残存していることを念頭に調査を行った。

しかし、埋士からは石材が士中に入り乱れた状態で

出士し、底面（検出面から一1.85m前後）まで掘削

を行ったが、石組といえるものは確認できなかった。

また、井戸側面の掘形は地山にむかって大きくオー

贔）

2. 85 

0. 84 

0. 98 

1.0 

0. 5 

0. 55 

2. 8以上

3. 0前後

-11-

規模 (m)

幅 深さ
主な遺物 備考

2. 35 2. 73 士師器・陶器
SE3015 (第 3次調査）
と同一遺樽

0. 8 0. 13 なし

0. 86 0. 12 なし

0. 55 なし 壁面土層で深さを確認

0. 17 なし

0. 45 0. 1 なし

0. 5 土師器（小片）
時期の認定困難
壁面士層でのみ確認

0. 4 士師器（小片）
時期の認定困難
壁面士層でのみ確認

バーハングしていた。このような状況から、井戸枠

の石材が大きく崩落してしまったものと考えられる。

検出時の平面形状が、円形から大きく崩れた楕円形

であることも、石材が崩落したことによる影響を反

映しているのであろう。底面は、基盤暦となる浅黄

色礫が露出する状態であり、渇水期のためか積極的

な湧水は認められなかった。

埋士からは、中世Nb期の南伊勢系士師器鍋や瀬

戸美濃産の陶器碗、常滑産とみられる陶器鉢が出土

した。時期は、出上遺物から16世紀前半頃（戦国期）

と考えられる。

(2)士坑

S K4002 (第9図、写真図版5)

調査区中央で検出した径0.84m、深さ0.13mで、

平面が円形を呈する土坑である。埋土は、黒褐色シ

ルトおよび暗オリーブ褐色シルトである。埋上から

遺物が出上しなかったため、時期は明らかでない。

S K4003 (第9図、写真図版5・6)

調査区中央で検出した径0.86~0. 98m、深さ0.12 

mで、平面が楕円形を呈する土坑である。 SK4005 

と重複しており、切り合い関係から SK4005よりも

新しい。埋土は、黒褐色シルトおよびオリーブ褐色

シルトを含む黒褐色シルトである。埋士から遺物が

出土しなかったため、時期は明らかでない。

S K4004 (第6・8図、写真図版6)

調査区の東壁面沿いで検出した径 lm、深さ0.55 

mの士坑である。平面では、土坑の底面近くを検出

し、調査できたのが全体の約半分であるため、士坑

の詳細な形状は不明である。士坑本来の深さは、調

査区東壁面士層で確認することができた。埋士は黒
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2. 2.5Y3/1黒褐色シルト (0.2~0.3cm大砂礫叩％含む、表土）
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4. 10YR3/4暗褐色砂礫混じり極細粒砂 (0.1~0.Scm大砂礫含む、旧耕作土）

5. 2.5Y3/3暗オリーブ褐色砂礫混じリ極細粒砂 (0.1~0.3cm大砂礫15%含む、遵物包含暦）
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第9図 S E4001・S K4002・4003・4005・4006平面図・土層図
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褐色シルトおよび暗褐色シルトである。埋士から遺

物が出上しなかったため、時期は明らかでない。

S K4005 (第9図、写真図版5・6)

調査区中央で検出した径約0.5m前後、深さ0.17 

mで、平面が円形になるとみられる士坑である。 S

K4003と重複しており、切り合い関係から SK4003 

よりも古い。埋士は黒褐色シルトの単層である。埋

上から遺物が出上しなかったため、時期は明らかで

なし＼

S K4006 (第9図、写真図版6)

調査区中央で検出した径0.45~0. 55m、深さ0.1 

mで、平面が楕円形を呈する士坑である。埋士は黒

褐色シルトの単層である。埋士から遺物が出士しな

かったため、時期は明らかでない。

(3)落ち込み状遺構

落ち込み状遺構は、平面では検出することができ

ず、表士掘削後に調査区壁面を精査して確認した。

S Z4007 (第6図）

調査区東璧面および北墜面で確認した落ち込み状

の遺構である。壁面土層から把握できる大きさは、

幅2.Sm以上、深さ0.5m前後で、調査区外の北東に

向かって広がるとみられる。埋士は、黒褐色シルト

および黒色シルトである。埋士からは士師器の粒状

の小片が出士したが、時期は明らかでない。

S Z4008 (第6図）

調査区西壁面で確認した落ち込み状の遺構である。

壁面上層から把握できる規模は、幅約 3m前後、深

さ0.4m前後である (5)。落ち込みの両端は、ピット

およびSE4001によって切られている。埋士は灰色

～黄色シルトの混じる黒色シルトであり、士師器の

粒状の小片が出土したが、時期は明らかでない。

(4) ピット

Pit 1 (第6・8図、写真図版4)

調査区東壁面沿いで検出した径約0.5mで、平面

が円形を呈するピットである。 Pit1は、壁面土層

の状況から深さ0.5m前後のものと考えられる。埋

上は、黒褐色～黒色シルトであり、上師器の小片が

出土したが、時期は明らかでない。

このほか、調査区内の平面および壁面士層では、

径0.2~0. 5m前後のピットを多数検出・確認した。

調査の結果、いずれのピットの埋士からも遺物が出
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士しなかったため、時期は明らかでない。

3 小結

本調査では、井戸・士坑・ピットなどの多数の遺

構を検出した。このうち、唯一時期がわかる遺構は

S E4001である。第3次調査と本調査での出士遺物

から、 16世紀前半の戦国期のものであることが明確

になった。

それ以外の遺構については、遺物が出士しなかっ

たため、詳細な時期は明らかでない。しかし、本調

査区と接する第 3次調査区で確認されている遺構・

遺物は、大半が戦国期を含む室町時代を中心とした

中世後期 (ill・N期）であり、本調査の遺物包含層

(ill層）から出上している遺物の時期もすべて中世

後期の中で捉えられる。これらの状況から推測する

と、本調査で遺物が出士しなかった士坑やピットの

大半は、室町時代を中心とする中世後期の遺構であ

る可能性が高い(6)と考えられる。

註

(1) 三重県埋蔵文化財センター『野添大辻遺跡（第 2

次）発掘調査報告』 2015年

(2) 三重県埋蔵文化財センター『野添大辻遺跡（第 3

次）発掘調査報告』 2016年

(3)伊藤裕偉「南伊勢・志摩地域の中世士器」『三重県

史』資料編考古2三重県 2008年

(4)前掲註 (2)文献

(5) 落ち込み状の遺構として報告したが、遺構として

の掘形が明瞭でないため、黒ボク土堆積後の二次堆

積層である可能性も考えうる。

(6) 本調査では、明確に中世後期以外の時期に該当す

る遺物は確認されていない。



N 遺 物

ー 出上遺物の概要
上方につまみ上げられてまとめられているが、 4は

外へと直線的にのびる。 3の頸部は屈曲がゆるい。

第4次調査の出士遺物は、士器・ 陶器である。総

量はコンテナ換算で 1箱分、重量が1.0kg (整理前）

である。

出上遺物の時期は、戦国期を含む室町時代に限定

される。各遺物の詳細については、遺物観察表（第

4表）

他出士 （遺物包含層・旧耕作士）に分けて記述す

る(1)。

2
 

を参照されたい。以下、遺構出士およびその

遺構出土の遺物

遺構出土の遺物は

4001のみに限られる。

1~4は、士師器の鍋である。いずれも南伊勢系

土師器であり、 ロ縁部から体部中位にかけての破片

である。

B、

（第11図、写真図版 8)、

1・2は中型（口径25cm~30cm前後）

3は中型（口径25cm前後）

~20cm前後）

れも内側に折り返されており、

の鍋c、

の鍋Aと考えられる。

SE 

の鍋

4は小片の

ため断定できないが、残存状況から小型（口径18cm

ロ縁部は、いず

1~3の口縁端部は

'- - - - ,;~ 

調整は、体部外面がハケメ、内面は板状工具による

ナデが施される。いずれも中世W期bのもので、時

期は16世紀前半（戦国期）

部は直線的にのび、

ii」―――-(:,4 

と考えられる 12¥

5は陶器の平碗である。瀬戸美濃産のものであり、

体部下位の破片である。調整は、内・外面ともにロ

クロケズリまたはロクロナデが施され、内面と外面

の一部には灰釉がみられる。瀬戸美濃大窯編年にお

ける第 2段階のもので、時期は16世紀前半（戦国期）

におさまるものであろう。

6・7は陶器の捏鉢である。 6は口縁部片、

れ、常滑産である可能性が高い。

7は

底部片で、焼成・胎土から同一個体のものと考えら

6の体部から口縁

ロ縁端部の外傾面には明瞭な凹

線がめぐり、表面の一部が剥離してしまっている。

個別破片であることから、正確な大きさは不明だが、

図面から復元される法量は、

れとも内・外面の調整は、

ロ径34cm前後、底部径

16cm前後、器高12cm前後のものと考えられる。いず

ロクロナデおよびナデが

施され、外面にはユビオサエの痕跡がみられる。

た、内面は頻繁に使用されたためか、

ま

よく研磨され

口ー ~,-r-:--r 
~i}./ 

二_::::_: i三-~~

三—ニーニ□三:~

SE4001 (1 ~ 7) 
遺物含有層(8・9・11)
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第11図 遺物実測図
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第4表遺物観察表

NO 
実測 種類 法塁 (Cl!)

番号 （産地）
器種 グリッド 遺構・ 層位 残存度

口径底径器高

1 002-03 土師器 鍋 H12 SE4001 
ロ縁部

28. 0 
1/12 

2 002-01 土師器 鍋 Hl2 SE4001 
ロ縁部

29. 0 
1/12 

3 002-03 土師器 鍋 Hl2 SE4001 
ロ縁部

26. 0 
1/12 

4 003-04 土師器 鍋 H12 SE4001 
ロ縁部
小片

5 003-01 
陶器

平碗 H12 SE4001 
体部

（瀬戸美濃） 小片

6 001-01 
陶器

捏鉢 Hl2 SE4001 
ロ縁部

33. 8 
（常滑） 小片

7 001-02 
陶器

捏鉢 H12 SE4001 
底部

（常滑） 小片

(6・7) 004-01 
陶器

捏鉢 33. 8 
（常滑）

8 003-04 土師器 鍋 Ell 包含層
ロ縁部
小片

， 003-03 土師器 鍋 Ell 包含層
ロ縁部
小片

10 003-6 士師器 鍋 F・G12 3層
ロ縁部

32. 6 
小片

11 003-06 土師器 羽釜 Fl2 包含層
ロ縁部
1/12 

た状態を示す。常滑陶器編年における第 3段階 8型

式に相当するものとみられ、時期は15世紀前半前後

（室町時代前半）と考えられる (3)0 

3 その他出土の遺物

8~11 (第11図、写真図版 8) は、黒ボク士（第

6図： 6層）の直上に堆積する遺物包含層（第6図：

4・5層）と旧耕作士（第 6図： 3層）から出士し

た遺物である。

8~10は土師器の鍋である。いずれも南伊勢系土

師器であり、口縁部から頸部にかけての破片である。

10は中型の鍋Bであるが、 8・9については小片の

ため断定できない。口縁部は、いずれも内側に折り

返されており、口縁端部は上方につまみ上げられて

まとめられている。いずれも中世w期 bのもので、

時期は16世紀前半（戦国期）と考えられる。

11は士師器の羽釜である。南伊勢系士師器であり、

羽釜の鍔部分の破片である。小片かつ端部が残存し

ていないため、詳細な形状や径は不明である。

註

(1) 土器および陶器の分類・編年については、以下の

文献による。

中世土師器：伊藤裕偉「南伊勢・志摩地域の中世土

器」『三重県史』資料編考古2三重県 2008年

瀬戸美濃大窯（陶器） ：藤澤良祐「瀬戸美漿大窯編

16. 4 

16. 4 12. 4 

技法・文様の特徴
胎土 焼成

色調
特記事項

施釉 （外面）

内 3コナデ
密

にぶい
外 3コナデ 黄褐

内 3コナテ＼工具ナテ‘
密 灰黄橙 外面煤付着

外和ナデ、Iが

内.3コナテ＼工具ナデ
密 褐灰 外面煤付着

外'3コナデ、Iが

内 3コナテ＼工具ナデ
密

にぶい
外 3ロナデ、Iが 黄橙

内 nクサテ＼灰釉
密 良 灰黄

外 nク,tデ、9クサス勺、灰粕

内.3コナデ や
良

にぶい ロ縁端部の一部が剥離
外'3コナデ、ユピオサエ 粗 橙 内面研磨痕あり

内ナデ や
良

にぶい
内面研磨痕あり

外．ナデ、ユどオ和 粗 橙

6・7を一個体として、全体
を復元した場合の法量

内.3コナデ
密 浅黄橙

包含層
外'3コナデ （黒褐色砂礫混シルト）

内 3コナデ
密

にぶい 包含層
外.3コナデ 黄橙 （黒褐色砂礫混シルト）

内 3コナテ＼工具ナデ
密 明黄褐

旧耕作土
外 30ナデ、Iが 外面煤付着

内'3コナデ
密 浅黄橙

外’剥離のため不明

年の再検討」『瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要』

第10輯 2002年、藤澤良祐「第 1章第4節瀬戸大窯

の時代」『愛知県史別編 窯業』 2愛知県 2007年

常滑（陶器） ：中野睛久「〔 2〕常滑．渥美」『概説

中世の士器・陶磁器』真陽社 1995年、中野睛久

「渥美・常滑」『中世窯業の諸相～生産技術の展開と

編年～』発表要旨集 2005年、中野睛久「第 1章第2

節常滑窯」『愛知県史別編窯業』 3愛知県 2012

年

(2) SE4001と同一遺構となる SE3015 (第 3次調査）

で報告されている南伊勢系士師器の時期については、

中世IVb期で16世紀前半頃と考えられることから、

第4次調査で出士した鍋との時期的な差はないとみ

られる（三重県埋蔵文化財センター『野添大辻遺跡

（第 3次）発掘調査報告』 2016年）。

(3) この常滑産の陶器捏鉢のみ、本調査と第 3次調査

で出士した他の共伴遺物との年代が異なっている。

しかし、 SE4001は石組が崩落してしまった井戸で

あり、埋士も一括性が認識できるものではないこと

から、混入の可能性が高いと考えられる。
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V 平成26年度工事立会調査

1 調査の概要

(1)報告の経緯

野添大辻遺跡では、 I章で述べたように本発掘調

査ができなかった箇所については、工事施工時のエ

事立会を実施している。実施した工事立会の内容に

ついては、刊行されている発掘調査報告に併記する

形で、その内容を報告している（第 1表）。

平成26年度の工事立会については、第 2次調査の

1区・ 2区周辺で行われており、平成26年11月に実

施した工事立会については、平成27年 3月刊行の

『野添大辻遺跡（第 2次）発掘調査報告』において

報告がなされている。しかし、平成27年 1月に実施

した丁事立会については、その内容をこれまで報告

できずにいたため、本書にて報告を行いたい。

(2)工事立会範囲と内容

工事立会範囲（以下、調査区）は、県道38号線か

ら集落内へと入るための道路部分であり、第 2次調

査の 1・2区と接している。調査区は、第2次調査

で検出されている道路 2 (SD2019)c,iの路面上と

重なる。道路 2の幅については、既存道路があるこ

とによる調査範囲の制約から明らかにすることがで

きなかったため、既存道路除去に合せて工事立会を

実施した。工事立会は平成27年 1月9日に実施し、

調査面積は11吋であった。

2 検出遺構の概要

検出した遺構は、溝状遺構2条とピ ット 1基であ

る（第12図、写真図版 7)。以下の報文では、基本

層序、遺構の順に述べることとし、遺構については

遺構種別ごとに記述する。

(1)碁本層序

把握された基本層序は、以下のとおりである。

1 : 現造成士（道路に伴う盛士）

2 : 灰色シルト層（旧耕作士）

3 : 明黄褐色粘士（段丘基盤層）

追構は、旧耕作士直下にある 3層上面で検出した。
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第2次調査を含む既往調査で確認されている層序対

比をすると、 1層は I層、 2層は11層、 3層はVI層

に対応する。このうち 3層は、当地の段丘を構成す

る基盤層である。この段丘基盤層の上に、本来は黒

ボク上が堆積していたと考えられ、中世以降に大き

く削平を受けているとみられる。

(2)遺構

溝状遺構 1 (第12・13図、写真図版7)

調査区西壁面に沿って検出した溝状遺構である。

長さ4.6m、幅約0.5mを確認し、溝状遺構2および

Pit 1と重複しているが、切り合い関係は不明である。

溝状遺構 1は、第2次調査で確認されている道路

2 (SD2019)の東側上端にあたると考えられる (2)。

調査区の南東隅で、ごくわずかに路面に相当する部

分を検出したが、砂利敷きや硬化面は確認できなかっ

た。今回の調査で、東側上端部分を確認することが

できたことから、第 2次調査でわかっている西側上

端部分を合わせると、幅2.8~3. lmの道路であるこ

とが明らかとなった。時期については、出土遺物か

ら第 2次調杏時の道路2と大きな時期差はない。

溝状遺構2 (第12・13図、写真図版7)

調査区北壁面に沿うかたちで検出した溝状遺構で

ある。長さ0.9mについて確認し、溝状遺構 1と重

複しているが、切り合い関係は不明である。

溝状遺構2は、検出された位置関係から第 2次調

杏で確認されている SD 2020・2058に対応するもの

と考えられる (3)。SD 2020・2058は、中世以降の熊

野脇道の一部と推定されており、出土遺物の時期か

らも溝状遺構 2も同様の解釈が与えられよう。

Pit 1 (第12図、写真図版7)

調査区西壁面際で検出した径0.5~0. 57mで、平

面が楕円形を呈するピットである。溝状遺構 1と重複

しているが、切り合い関係および時期は不明である。

註

(1) 三重県埋蔵文化財センター『野添大辻遺跡（第 2

次）発掘調査報告』 2015年

(2)前掲註 (1)文献

(3)前掲註 (1)文献
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1. SYS/1灰色砂礫（造成土）

2. N4/ 灰色シルト Cl日耕作士）

3. 2.SY3/1黒褐色シルト（黄褐色シルト及び炭片・焼土ブロックを含む）

4. 2.SY3/1黒褐色シルト (2~5cm大砂礫を多く含む）

5. 2.5Y4/1黄灰色シルト（溝状遺構 1埋土）

6. 2.SY7/6明黄褐色シルト（段丘基盤層）

第12図 平成26年度工事立会調査区遺構平面図・土層図
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第13図 平成26年度工事立会調査区および第2次調査 1・2区（抜粋）遺構平面図
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VI 総括

1 野添大辻遺跡と熊野脇道

(1) 中世集落の様相

これまでの発掘調査で把握した中世の主要遺構に

ついて、南伊勢系上師器編年の時期区分に従い、以

下にまとめ、参考に近世以降の遺構についても示す。

【中世11期】 土坑10基、溝 1条

【中世rn期】 道 3条（熊野脇道・枝道）、井戸4基、

士坑32基

【中世w期】 掘立柱建物 8棟、柵（柱列） 4列、

井戸 3基、土坑23基、溝 7条

【近世～近代】 掘立柱建物 1棟、道 1条（熊野脇道）、

士坑 2基

当遺跡における中世集落は鎌倉時代には萌芽して

おり、集落の盛行は中世w期 (15枇紀後半~16世紀

代）を中心とした戦国期である。そして、第 2次調

査で確認されている熊野脇道の一部と考えられる溝

(S D 2020・2058) は、出上遺物から中世まで遡る

可能性が高く、掘立柱建物については想定される熊

野脇道にほぼ沿って主軸をとる傾向があり、道を意

識して建物が配置されたことが窺える。これらの点

から戦国期の集落は、熊野脇道（滝原道）の存在と

密接に関係していることが指摘できる。

(2)集村化と熊野脇道

現在までの発掘調査で確認できる当地の熊野脇道

は、遡っても室町時代である。この脇道から派生す

る2条の枝道（道路 1・2) も中枇m期 (14~15世

紀代）であり、脇道と同時期に機能した可能性が高

い。そして、確認されている近枇以前の掘立柱建物

は全て中世w期 (16枇紀代）であることから、当地

に建物が展開する頃には既に道が存在していたとみ

られる。つまり、熊野脇道という街道に規制される

かたちで、集落が形成されたと考えられる。

鎌倉街道沿いの埼玉県堂山下遺跡の事例では、 13

世紀後半に小村形態が出現し、 15世紀以降に街道筋

に建物が立ち並び、街道から奥まった場所に規模の

大きい建物を伴う屋敷地が展開して、街村としての

景観が成立するという (1)。これと比較すると当遺跡
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は、街村とまでは言い難いが、熊野脇道を核として

掘立柱建物が展開する塊村(2)と評価できる。中世集

落の研究では、小村または散村形態であった集落が

14世紀頃から集村化する傾向が捉えられており (3)、

その中で街道沿いへ集村が成立する事例があること

から、当遺跡も熊野脇道沿いへ集村化した集落であ

る可能性は排除できないだろう。集村化の契機は、

水田開発や物流との関わりが指摘されている (4)。当

遺跡で朝鮮ないし琉球風炉と呼ばれる青銅製風炉を

写した珍しい瓦質の風炉や仏教信仰と結び付く偏平

舟形光背宝塔型泥塔があることは、街道沿いに集村

化した集落で人とモノが行き交った結果(5)、もたら

された産物である可能性が考えられる。そこには茶

の湯をたしなむ有力者の存在が見え隠れし、熊野脇

道という交通路、人とモノ、そして集落を掌握して

いた人物像が浮かび上がってくる。

2 結語

当遺跡で行った発掘調査では、断片的な集落の様

相しか窺い知れないが、戦国期に熊野脇道という街

道の存在を契機に集村化した可能性を指摘するに至っ

た。第4次調査をもって、本事業に伴う野添大辻遺

跡の調査は終了となるが、今後も中世集落について、

集落の成立・展開とその要因を含めた動態を考えて

いく必要があろう。
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調査前状況（南西から）

II 

調査地周辺風景（東から）
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調査区完掘状況（南から）

調査区完掘状況（北から）
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調査区壁面A-A'土層（南から）

調査区壁面 B-B'土層（北西から）
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S E4001検出状況・土層（南東から）

'!-'" 

調査区壁面c-c・ 土層（北東から）

S E4001半裁状況（南東から） Pit 1土層（西から）
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S K 4002・4003・4005・4006完掘状況（南東から）

S K4002土層（北から） S K4002完掘状況（北から）

S K4003土層（南から） S K4003完掘状況（南から）
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S K4005土層（北東から）
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S K 4003・4005完掘状況（南から）

S K4004土層（西から） S K4006土層（南から）

遺構検出作業状況（北から）
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平成26年度工事立会調査区完掘状況（北から）

平成26年度工事立会調査区壁面土層（北から）
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所収遺跡名 所 在 地
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

主要地方道

のぞえおおつじいせき
み えけんわ怖又た^云らいぐん
三重県 郡 34度 136度 20161107 工事立会 伊勢大宮線

野添大辻遺跡 24471 a 45 24分 29分 ～ （野添）地方
た大い紀きち町ょう野のぞ添え

58秒 08秒 20161111 80面 道路整備

（改築）事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

野添大辻遺跡 集落跡 中世 井戸・上坑 上師器・陶器

野添大辻遺跡は宮川右岸の段丘上に立地し、遺跡の中央には中世～近世の熊野脇道（滝原道）が貰いてい

要

約

る。当遺跡では、主要地方道伊勢大宮線（県道38号線）の道路拡幅工事に伴い、平成26年度までに第 1~3

次にわたる発掘調査が行われており、本調査は第4次調査にあたる。

本調査は、第 3次調査で調査ができなかった部分を道路本体工事の施工に合せて実施した。

確認した遺構は、戦国期の井戸 1基、時期不明の上坑 5基、落ち込み状の遺構 2基、多数のピットである。

井戸からは井戸枠を確認することができず、埋上からはチャートや砂岩の石材が上中に入り乱れた状況で出

上した。石材の出上状況から、井戸枠の石組が崩落してしまったものと考えられる。出上した南伊勢系上師

器や瀬戸美濃産・常滑産の陶器から、井戸の時期は16世紀前半頃と考えられる。また、遺物包含層からは室

町時代を中心とする南伊勢系上師器の破片が出上した。当遺跡における中世集落の一端を本調査で改めて確

認することができた。
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